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　子どものころ、毎年桜の花の咲
く時に行われる「印西大師」をと
ても楽しみにしていました。接待
の手伝いをすると小遣いを貰えた

こともありましたが、参加した人たちが話す結願寺のこと、各
地の賑わいのこと、珍しい話などにいつも夢を見、心弾ませて
いました。畏敬の念を抱きつつ、そのような話を聞きながら、
いつか自分も直接この目で見てみたいと思い続けていました。
そして、市長に就任して広域行政や市町村合併を考えていた時、
ふるさとの再発見の思いも兼ねて、ふと印西大師八十八カ所を
巡ってみようと思いたち、一日休みの取れる元旦に決行しまし
た。
　札所をお参りしていると地元の人に「ご信心ですね」と声を
かけられ、ご利益があるからとお供えの餅を頂いたり、通称
「花の寺」と呼ばれている印旛村瀬戸徳性院では、沢山のカメ
ラマンが夕暮れの印旛沼をカメラに収められる光景を見ながら
春の花が咲くころの美しい風景を想像したり、各寺の境内にあ
る石仏建立の由来を思い巡らせながら合掌したりなどしました。
また、札所ごとにはご詠歌の額が掲げられ、平岡東大寺の「平
等に隔たりのなきと聞く時はあら頼もしき佛とぞ見ゆ」や白幡
吉祥院の「身の内の悪しき誹謗打ち捨て皆吉祥を望み祈れよ」
などが特に印象に残るご詠歌でした。
　八十八の札所は境内の手入れ行き届きとてもきれいで、道の
草刈など整備され、地域社会がしっかりとしている証拠を見た
思いします。合併をし、新市が一体化するには、この地区単位
の結束と絆を大切にすることがなによりも大事であると考える
とともに、各市村内における道路整備、排水整備、急傾斜地対
策、耕作放棄地対策や里山や景観の保全などの課題は、地域の
みなさんのご意見・ご希望を集約しながら対応していかなけれ
ばならないと強く感じました。
「虚しく往きて実ちて帰る」（空海）、そんな有意義な印西大師
八十八カ所札所巡りでした。
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テ
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携
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テ
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台
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Ｏ
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Ｒ
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催
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。
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踏
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２
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葉
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Ｒ
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れ
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０
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▲システムの画面。このシステムによ
り、ふれあいバスの利便性がアップ

▲山﨑市長（最左）とシステム作成に尽力してくれ
た東京電機大学情報環境学部のみなさん
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独
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吉
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は
「
印
西
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の
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で
あ
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、
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。
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ザ
ー
と
し
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入
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に
携
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り
ま
す
。

　
吉
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日
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に
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の
農
業
発

展
に
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与
し
た
い
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と
今
回
の
活
動
に
つ
い
て
、
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。
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と
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藤
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学
生
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に
訪
れ
た
発
展
途
上
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、

国
際
協
力
へ
の
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藤
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て
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た
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り
ま
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。
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す
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▲吉原久雄氏

うつ病自己チェック
シリーズ・心の道標⑩

架社会福祉課障害福祉班（緯内線３４８）

　ストレスが続くと、自分でも気付かないうちに
「うつ状態」になっている場合があります。
　まず、自分の「こころ」の健康状態をチェックし
てみましょう。

■チェック項目
□１　毎日の生活に充実感がない
□２　これまでは楽しんでやれていたことが楽しめなく
　　　なった
□３　以前は楽にできていたことが、今ではおっくうに
　　　感じられる
□４　自分が役に立つ人間だと思えない
□５　わけもなく疲れたような感じがする

■判定方法
　上にあげた状態のうち２項目以上が2週間以上、
ほとんど毎日続いていて、そのために辛い気持ちに
なったり、毎日の生活に支障が出たりしている場合
にはうつ病の可能性があります。医療機関、保健所
（健康福祉センター）、精神保健福祉センターなど
にご相談ください。
　このほか、眠れない、食欲がない、頭が重いとい
った身体症状があり、検査しても異常が無かったり
治療しても改善しない時は、うつ病の可能性を考え
てみてください。
千葉県刊行『あなたのこころ元気ですか？』より

 市
内
小
・
中
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児
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・
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校の並木校長（左）と原山
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▲入選した鈴木萌乃さん

▲伊藤はるか氏
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葉
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わ
れ
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原
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ま
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。
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間
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ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
で
開
催
さ
れ
た
「
第
　
回
19

国
際
年
齢
別
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
大

会
」
で
、
日
本
代
表
と
し
て
出
場

し
た
宇
山
芽
紅
さ
ん
（
西
の
原
中

2
年
）
が
、
シ
ン
ク
ロ
の
部
で
金

メ
ダ
ル
、
個
人
の
部
で
第
5
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と

い
う
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成
績
を
残
し
ま
し
た
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県
内
9
街
3
1
6
点
の
応
募
作

品
の
中
か
ら
、
鈴
木
萌
乃
さ
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（
内
野
小
6
年
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の
作
文
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
裏
の
世
界
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が
千

葉
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生
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護
助
成
協
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事
長

賞
を
受
賞
し
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た
。

　「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
国
民
が
力
を
合
わ
せ
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る
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。
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は
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・
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日
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体
験
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元
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、
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じ
た
り
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を
作
文
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し
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。

　
鈴
木
さ
ん
は
、
自
身
の
作
文
の

中
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
起

こ
る
犯
罪
や
い
じ
め
の
恐
ろ
し

さ
」「
そ
れ
ら
に
立
ち
向
か
う
に
は

強
い
心
を
持
つ
こ
と
」
を
訴
え
か

け
ま
し
た
。

市 長 室
　今月から市長からのメッセー
ジを市民のみなさんにお伝えす
る「広報いんざい　市長室」が
始まります。
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